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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　型穴が設けられ、上部型要素と、下部型要素と、上下方向の貫通孔を有する内部型要素
とを含み、前記貫通孔において上下移動可能に配置されたイジェクタを有する型を用いる
歯冠の射出成形方法であって、
　前記型穴にアセタールホモポリマー樹脂を注入して、上面と、前記上面の外周から下方
に伸延し、前記外周の内方に湾曲するアンダーカット部を下端に有する側面とから成る中
空の歯冠本体を成形する工程と、
　前記側面の下端が離型時に拡大して離型後に復元するよう前記歯冠本体を前記型から離
型する工程と、を有し、
　前記成形する工程は、前記上面を、前記上部型要素と前記内部型要素とにより成形し、
前記側面を、前記上部型要素と前記下部型要素と前記内部型要素とにより成形し、
　前記離型する工程は、前記上部型要素を前記下部型要素と前記内部型要素とから開いた
後に、前記イジェクタを前記貫通孔から上方に突出させて、下方から前記上面を押すこと
により、前記歯冠本体を排出する、歯冠の射出成形方法。
【請求項２】
　上面と、前記上面の外周から下方に伸延し、前記外周の内方に湾曲するアンダーカット
部を下端に有する側面とから成る中空の歯冠本体を、アセタールホモポリマー樹脂により
成形してなる歯冠の射出成形装置であって、
　前記歯冠の型穴が設けられ、上部型要素と、下部型要素と、上下方向の貫通孔を有する
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内部型要素とを含む型と、前記貫通孔において上下移動可能に配置され、前記型穴に成形
された前記歯冠本体を押し出すことにより離型するイジェクタと、を有し、
　前記上面を、前記上部型要素と前記内部型要素とにより成形し、前記側面を、前記上部
型要素と前記下部型要素と前記内部型要素とにより成形し、
　前記イジェクタは、離型時に、前記上部型要素が前記下部型要素と前記内部型要素とか
ら開いた後に前記貫通孔から上方に突出して、下方から前記上面を押して前記下端を拡大
させ、離型後に前記下端を復元させる、歯冠の射出成形装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人工義歯に関し、特に歯冠に関する。
【背景技術】
【０００２】
　次の米国特許公報は、当該技術の現状を示していると考えられる。
【特許文献１】米国特許第４,１２９,９４６号
【特許文献２】米国特許第５,５５２,３９０号
【特許文献３】米国特許第５,４８７,６６３号
【特許文献４】米国特許第５,６２４,２６１号
【特許文献５】米国特許第５,７０９,５４８号
【特許文献６】米国特許第６,１０６,２９５号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、特に小児歯科において大きな虫歯病変を有する乳歯および永久大臼歯の治療
に有益な、大量生産で歯色付きの既製の歯冠を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の好適な実施の形態によれば、型穴が設けられ、上部型要素と、下部型要素と、
上下方向の貫通孔を有する内部型要素とを含み、前記貫通孔において上下移動可能に配置
されたイジェクタを有する型を用いる歯冠の射出成形方法であって、前記型穴にアセター
ルホモポリマー樹脂を注入して、上面と、前記上面の外周から下方に伸延し、前記外周の
内方に湾曲するアンダーカット部を下端に有する側面とから成る中空の歯冠本体を成形す
る工程と、前記側面の下端が離型時に拡大して離型後に復元するよう前記歯冠本体を前記
型から離型する工程と、を有し、前記成形する工程は、前記上面を、前記上部型要素と前
記内部型要素とにより成形し、前記側面を、前記上部型要素と前記下部型要素と前記内部
型要素とにより成形し、前記離型する工程は、前記上部型要素を前記下部型要素と前記内
部型要素とから開いた後に、前記イジェクタを前記貫通孔から上方に突出させて、下方か
ら前記上面を押すことにより、前記歯冠本体を排出する、歯冠の射出成形方法が提供され
る。
【０００６】
　本発明の好適な実施の形態によれば、上面と、前記上面の外周から下方に伸延し、前記
外周の内方に湾曲するアンダーカット部を下端に有する側面とから成る中空の歯冠本体を
、アセタールホモポリマー樹脂により成形してなる歯冠の射出成形装置であって、前記歯
冠の型穴が設けられ、上部型要素と、下部型要素と、上下方向の貫通孔を有する内部型要
素とを含む型と、前記貫通孔において上下移動可能に配置され、前記型穴に成形された前
記歯冠本体を押し出すことにより離型するイジェクタと、を有し、前記上面を、前記上部
型要素と前記内部型要素とにより成形し、前記側面を、前記上部型要素と前記下部型要素
と前記内部型要素とにより成形し、前記イジェクタは、離型時に、前記上部型要素が前記
下部型要素と前記内部型要素とから開いた後に前記貫通孔から上方に突出して、下方から
前記上面を押して前記下端を拡大させ、離型後に前記下端を復元させる、歯冠の射出成形
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装置が提供される。
 
【０００７】
　また、本発明の好適な実施の形態によれば、複数要素の型を提供する工程と、前記複数
要素の型を用いて垂れ下がった側面（これの少なくとも１つの面はアンダーカット部を有
する）を有する歯冠を射出成形する工程とを有する、歯冠の大量生産方法が提供される。
【０００８】
　本発明の好適な実施の形態によれば、前記複数要素の型は、前記複数要素の型を開いた
後に成形歯冠を排出する動作を行うイジェクタを有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明は、添付の図面と共に次の詳細な説明によってもっと十分に理解されるであろう
。
【００１０】
　ここでは、アセタールホモポリマー樹脂でできた歯冠を示す概略図である図１、および
、図１の歯冠の図１のII－II線に沿う断面図である図２を参照する。
【００１１】
　図１および図２に示すように、本発明の好適な実施の形態によれば、アセタールホモポ
リマー樹脂でできた射出成形歯冠１０が提供される。この歯冠の好適な材料は、デュポン
社から市販されているアセタールホモポリマー樹脂（ＤＥＬＲＩＮ(R)）である。
【００１２】
　図１および図２から容易に分かるように、歯冠１０は、大体従来と同じように歯の形に
成形された上面１２と、少なくとも１つの面がアンダーカット部１６を有する垂れ下がっ
た側面１４とで形成されている。好ましくは、側面１４は弾性を有する。歯冠１０は、大
きな虫歯病変を有する乳歯および永久大臼歯の治療の一部として、患者、通常は小児の口
に歯科用セメントを用いるなど従来の方法によって、容易に取り付けることができる。本
発明の特徴は、歯冠１０が患者の歯に大体マッチする色を有することである。
【００１３】
　本発明に係る歯冠は、高い引張強さ、高い耐衝撃性と剛性、優れた疲労耐久性と耐湿性
、優れた寸法安定性、十分な弾性、ならびに耐クリープ性を有することを特徴とする。ま
た、本発明に係る歯冠は、自然な生活歯の外観を呈している。
【００１４】
　ここでは、それぞれ、本発明の好適な実施の形態に係る、３つの動作段階における、ア
セタールホモポリマー樹脂から歯冠を製造する装置の概略図である図３Ａ、図３Ｂ、図３
Ｃを参照する。
【００１５】
　図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃに示すように、歯冠１０は、上部型要素２２、下部型要素２４
、およびイジェクタ２６によって規定される型穴２０内において作られる。イジェクタ２
６は、内部型要素３２の一部を形成している。
【００１６】
　図３Ａは、上部型要素２２が下部型要素２４およびイジェクタ２６と密に係合している
成形段階を示している。歯冠１０は、イジェクタ２６上に作られ、アセタールホモポリマ
ー樹脂材料を、アセタールホモポリマーの供給源（図示せず）から、上部型要素２２内に
形成された通路３０を介して、型穴２０に注入することによって成形される。
【００１７】
　図３Ｂは、初期リリース段階を示し、ここでは、下部型要素２４を上部型要素２２から
分離して、成形歯冠１０の型穴２０からの取り出しを可能にする。
【００１８】
　図３Ｃは、排出段階を示し、ここでは、イジェクタ２６が、ピストン２８により駆動さ
れて、下部型要素２４に対して上方へ移動し、歯冠１０を型穴２０から押し出す。垂れ下
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がった側面１４は弾性を有するため、アンダーカット部１６の存在にもかかわらず、イジ
ェクタ２６を動かすことで、内部型要素３２を歯冠１０から取り外すことができる。
【００１９】
　当業者にとって当然のことながら、本発明は特に上記に記載されたものに限定されない
。むしろ、本発明は、上記の様々な特徴のコンビネーションとサブコンビネーションの両
方、ならびに、当業者が本明細書を読んで想到し得る、従来技術でない変更例を含んでい
る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】アセタールホモポリマーでできた歯冠を示す概略図
【図２】図１の歯冠の図１のII－II線に沿う断面図
【図３Ａ】本発明の好適な実施の形態に係る、１つの動作段階における、アセタールホモ
ポリマー樹脂から歯冠を製造する装置を示す概略図
【図３Ｂ】本発明の好適な実施の形態に係る、他の動作段階における、アセタールホモポ
リマー樹脂から歯冠を製造する装置の概略図
【図３Ｃ】本発明の好適な実施の形態に係る、さらに他の動作段階における、アセタール
ホモポリマー樹脂から歯冠を製造する装置の概略図

【図１】

【図２】

【図３Ａ】
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